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●平成28年度事業実績・平成29年度事業計画
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農業 は「 い のちの産業」



熱心に説明を聞く総代

多くの賛同を得て可決

積極的な質疑応答

第
４
回 

通
常
総
代
会

全
案
件
議
決
、
平
成
29
年
度
事
業
が
ス
タ
ー
ト

　
５
月
24
日
、
当
組
合
に
お
い
て
第
４

回
通
常
総
代
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
代
152
名
（
う
ち
書
面
決
議
67
名
）

の
出
席
を
い
た
だ
き
、
八
頭
町
の
横
山

和
男
総
代
が
議
長
に
選
任
さ
れ
、
平
成

28
年
度
事
業
報
告
、
平
成
29
年
度
事
業

計
画
な
ど
14
議
案
に
つ
い
て
慎
重
に
審

議
さ
れ
た
結
果
、
全
議
案
が
原
案
通
り

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
農
業
共
済
制
度
の
機
能
と
役
割
を
発

揮
す
る
た
め
、
農
業
の
経
営
安
定
と
地

域
農
業
へ
の
支
援
を
行
い
、
積
極
的
に

事
業
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　坂本組合長

横山議長

理　事
榎本 武利
（岩美町）

理　事
山口 隆之
（大山町）

理　事
古井 淳二
（八頭町）

理　事
鹿島　功
（大山町）

組合長理事
坂本 昭文
（南部町）

理　事
佐々木 敬敏
（倉吉市）

理　事
上谷　修
（日野町）

副組合長理事
山 脇　優
（倉吉市）

理　事
千熊 徹夫
（湯梨浜町）

代表監事
漆原 清志
（鳥取市）

理　事
上田 寿一
（鳥取市）

理　事
川本 正一郎
（琴浦町）

監　事
山本　淳
（岩美町）

理　事
池 原　宏
（鳥取市）

理　事
眞山 秀樹
（琴浦町）

監　事
生橋　巧
（北栄町）

理　事
砂場 由哲
（鳥取市）

理　事
高西 早苗
（米子市）

監　事
黒見 憲治
（大山町）

新たな
執行体制が
スタート

新役員紹介

事
業
功
績
者
の
部

第
１
号
議
案
　
定
款
一
部
変
更
の
件

第
２
号
議
案
　
共
済
規
程
一
部
変
更
の
件

第
３
号
議
案
　
建
物
共
済
連
合
会
等
事
業
責
任
安
定
化
対
策
に
係

る
契
約
（
附
属
書
）
の
一
部
変
更
の
件

第
４
号
議
案
　
業
務
報
告
書
承
認
の
件
﹇
平
成
28
年
度
事
業
報
告

書
、
財
産
目
録
、 

貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
及

び
剰
余
金
処
分
（
不
足
金
処
理
）
案
﹈

第
５
号
議
案
　
平
成
29
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
概
算
書
設
定

の
件

第
６
号
議
案
　
平
成
29
年
度
事
務
費
賦
課
金
徴
収
方
法
決
定
の
件

第
７
号
議
案
　
無
事
戻
金
支
払
額
決
定
の
件

第
８
号
議
案
　
特
別
積
立
金
取
崩
し
の
件

第
９
号
議
案
　
平
成
29
年
度
役
員
、損
害
評
価
会
支
所
部
会
委
員
、

共
済
部
長
及
び
顧
問
の
報
酬
額
決
定
の
件

第
10
号
議
案
　
平
成
29
年
度
借
入
金
最
高
限
度
額
等
決
定
の
件

第
11
号
議
案
　
平
成
29
年
度
余
裕
金
預
入
先
決
定
の
件

第
12
号
議
案
　
役
員
選
任
の
件

第
13
号
議
案
　
損
害
評
価
会
委
員
及
び
家
畜
診
療
所
運
営
委
員
選

任
承
認
の
件

第
14
号
議
案
　
附
帯
決
議
の
件

主
な
議
案

多
年
に
わ
た
り
事
業
運
営
や
事

業
推
進
に
特
に
貢
献
し
た
基
礎

組
織
役
員
等

表
彰

理
由

鳥

取

市

鳥

取

市

鳥

取

市

鳥

取

市

岩

美

町

鳥

取

市

鳥

取

市

八

頭

町

智

頭

町

智

頭

町

倉

吉

市

倉

吉

市

湯
梨
浜
町

湯
梨
浜
町

三

朝

町

北

栄

町

北

栄

町

琴

浦

町

琴

浦

町

琴

浦

町

米

子

市

米

子

市

米

子

市

境

港

市

大

山

町

大

山

町

谷
　
尾
　
頼
　
孜

上
　
田
　
光
　
秋

池
　
田
　
信
　
雄

滝
　
村
　
　
　
栄

飯
　
野
　
　
　
隆

竹
　
田
　
正
　
親

植
　
田
　
喜
　
雄

福
　
田
　
利
　
継

寺
　
坂
　
真
　
輔

谷
　
口
　
善
　
彦

横
　
山
　
　
　
博

長
谷
川
　
　
　
稔

亀
　
嶋
　
　
　
勇

前
　
田
　
眞
　
澄

竹
　
部
　
輝
　
夫

森
　
本
　
貴
　
紀

南
　
場
　
　
　
英

安
　
岡
　
己
　
雄

坂
　
中
　
孝
　
康

河
　
野
　
幸
　
一

田
　
平
　
政
　
己

杉
　
村
　
　
　
譲

山
　
田
　
博
　
美

濱
　
田
　
　
　
孝

山
　
根
　
　
　
収

野
　
間
　
清
　
忠

建
物
共
済
の
部（
共
済
部
長
）

平
成
28
年
度
に
建
物
共
済
の
加
入

推
進
に
努
め
、
組
合
に
対
し
て
多

大
な
貢
献
の
あ
っ
た
共
済
部
長

表
彰

理
由建

物
共
済
の
部（
集
落
）

平
成
28
年
度
に
建
物
共
済
の
加

入
推
進
に
努
め
、
組
合
に
対
し

て
多
大
な
貢
献
の
あ
っ
た
集
落

表
彰

理
由

大

山

町

江

府

町

伯

耆

町

日

南

町

　
智

頭

町

倉

吉

市

倉

吉

市

倉

吉

市

米

子

市

大

山

町

大

山

町

日

南

町

鳥

取

市

八

頭

町

鳥

取

市

八

頭

町

倉

吉

市

伯

耆

町

田
　
中
　
昭
　
人

山
　
本
　
信
　
男

木
　
村
　
　
　
浩

福
　
田
　
英
　
夫

岡
　
本
　
甚
一
郎

黒
　
田
　
和
　
正

鉄
　
本
　
伸
　
一

石
　
田
　
繁
　
幸

池
　
口
　
秀
　
雄

種
　
田
　
章
　
二

二
　
宮
　
正
　
博

青
　
木
　
秀
　
基

玉
　
鉾
　
集
　
落

新
興
寺 

集
　
落

河
原
町
徳
吉 

集 

落

上
　
南 

集
　
落

仙
　
隠 

集
　
落

宇
　
代 

集
　
落

表

彰
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
感
謝
し
、

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。（
敬
称
略
）
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５
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催
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、
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。
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業
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の
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と
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発
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る
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、
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の
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。
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理　事
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（八頭町）
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（大山町）

組合長理事
坂本 昭文
（南部町）
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理　事
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（日野町）

副組合長理事
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理　事
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（鳥取市）

理　事
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（琴浦町）

監　事
山本　淳
（岩美町）

理　事
池 原　宏
（鳥取市）

理　事
眞山 秀樹
（琴浦町）

監　事
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（北栄町）

理　事
砂場 由哲
（鳥取市）

理　事
高西 早苗
（米子市）

監　事
黒見 憲治
（大山町）

新たな
執行体制が
スタート

新役員紹介

事
業
功
績
者
の
部

第
１
号
議
案
　
定
款
一
部
変
更
の
件

第
２
号
議
案
　
共
済
規
程
一
部
変
更
の
件

第
３
号
議
案
　
建
物
共
済
連
合
会
等
事
業
責
任
安
定
化
対
策
に
係

る
契
約
（
附
属
書
）
の
一
部
変
更
の
件

第
４
号
議
案
　
業
務
報
告
書
承
認
の
件
﹇
平
成
28
年
度
事
業
報
告

書
、
財
産
目
録
、 

貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
及

び
剰
余
金
処
分
（
不
足
金
処
理
）
案
﹈

第
５
号
議
案
　
平
成
29
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
概
算
書
設
定

の
件

第
６
号
議
案
　
平
成
29
年
度
事
務
費
賦
課
金
徴
収
方
法
決
定
の
件

第
７
号
議
案
　
無
事
戻
金
支
払
額
決
定
の
件

第
８
号
議
案
　
特
別
積
立
金
取
崩
し
の
件

第
９
号
議
案
　
平
成
29
年
度
役
員
、損
害
評
価
会
支
所
部
会
委
員
、

共
済
部
長
及
び
顧
問
の
報
酬
額
決
定
の
件

第
10
号
議
案
　
平
成
29
年
度
借
入
金
最
高
限
度
額
等
決
定
の
件

第
11
号
議
案
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成
29
年
度
余
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預
入
先
決
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損
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び
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員
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承
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件
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り
事
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落
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落
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落
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平成２８年度事業実績・平成２９年度事業計画平成２８年度事業実績・平成２９年度事業計画

「信頼のきずな」未来につなげる運動　最終年度へ
「さらなるフィールド活動へ」を行動スローガンに計画達成を

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

1,342,726
7,766,988,110

24,826,635

a

円

円

1,302,721
7,321,468,000

― 

a

円

平成２８年度実績 平成２９年度計画

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

14,086
33,014,830

688,741

a

円

円

14,210
30,350,000

― 

a

円

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

68,052
5,443,360,934

475,372,253

頭

円

円

68,576
6,115,344,000

― 

頭

円家畜共済

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

41,909
1,394,990,000

15,756,055

a

円

円

40,234
1,336,763,000

― 

a

円果樹共済

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

4,420
1,720,180,000

45,553,013

棟

円

円

4,546
1,742,153,000

― 

棟

円

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

61,637
738,743,820,000

578,212,182

棟

円

円

58,746
704,341,050,000

― 

棟

円建物共済

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

4,614
7,354,290,000

23,405,756

台

円

円

4,736
7,338,220,000

― 

台

円

農作物共済

水
稲

麦

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

54,635
110,107,340

6,181,856

a

円

円

53,069
109,354,000

― 

a

円

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

11,875
7,254,577

914,686

a

円

円

11,875
7,255,000

― 

a

円

畑作物共済

大
豆

そ
ば

　損
害
の
未
然
防
止
と
安
定
生
産
に
お
役
立

て
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
交
付
対
象
者
・
交
付
限
度
額
に
条

件
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く

は
各
支
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
鳥
獣
害
防
止
対
策
助
成
事
業

﹇
申
請
期
限
﹈
11
月
末

　
被
害
防
止
資
材
等
の
購
入
ま
た
は
設
置
等

を
行
い
、
有
害
鳥
獣
の
駆
除
・
侵
入
防
止
対

策
を
講
じ
て
被
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め

の
対
策
を
実
施
し
た
水
稲
・
畑
作
物
共
済
加

入
組
合
員
及
び
組
合
員
で
構
成
す
る
団
体
に

対
し
て
費
用
の
一
部
を
助
成
（
交
付
対
象
者

に
制
限
が
あ
り
ま
す
）。

　
①
侵
入
防
止
資
材
等
購
入
助
成

　
　…

資
材
等
購
入
費
の
10
％

　
　（
１
件
当
た
り
１
０
０
，０
０
０
円
限
度
）

　
②
捕
獲
檻
維
持
管
理
助
成

　
　…

１
基
当
た
り
３
，０
０
０
円

　
③
捕
獲
檻
購
入
助
成

　
　…

購
入
費
の
50
％

　
　（
１
基
当
た
り
５
０
，０
０
０
円
限
度
）

■
担
い
手
病
虫
害
防
除
助
成
事
業
　

﹇
申
請
期
限
﹈
10
月
末

　
作
付
規
模
の
大
き
な
組
合
員
に
適
切
な
病

虫
害
防
除
を
促
し
、
損
害
の
発
生
を
未
然
に

防
止
す
る
た
め
費
用
の
一
部
を
助
成
。

　
①
水
稲
・
麦
作
付
面
積
の
合
計
が
４
ha
以

上
の
組
合
員

　
　…

加
入
面
積
10
ａ
当
た
り
１
０
０
円

　
②
大
豆
作
付
面
積
の
合
計
が
２
ha
以
上
の

組
合
員
　
　
　

　
　…

加
入
面
積
10
ａ
当
た
り
１
０
０
円

　
　（
大
豆
作
付
面
積
が
　
ha
を
超
え
る
場

合
は
超
え
た
部
分
に
つ
い
て
10
ａ
当

た
り
50
円
）

■
狩
猟
免
許
取
得
助
成
事
業

﹇
申
請
期
限
﹈
12
月
末

　
狩
猟
免
許
（
網
猟
、
わ
な
猟
、
第
一
・
二

種
銃
猟
免
許
）
の
受
験
手
数
料
自
己
負
担
額

の
１
／
２
を
助
成

　
　

■
畜
舎
消
毒
助
成
事
業
　

　
プ
ル
ス
フ
ォ
グ
に
よ
り
畜
舎
消
毒
を
実
施

し
た
農
家
に
費
用
助
成  

　…

１
回
１
，５
０
０
円

　
　

﹇
申
請
期
限
﹈
全
事
業
と
も
１
月
末

■
侵
入
防
止
柵
等
設
置
助
成
事
業

　
メ
ッ
シ
ュ
柵
、
電
気
柵
、
テ
グ
ス
等
に
よ

る
鳥
獣
侵
入
防
止
対
策
費
用
助
成
　

　…

資
材
に
係
る
自
己
負
担
の
１
／
２
限
度

■
カ
ラ
ス
捕
獲
檻
助
成
事
業

　
カ
ラ
ス
捕
獲
檻
設
置
の
管
理
費
助
成
　
　

　…

１
基
当
た
り
２
０
，０
０
０
円
限
度

■
駆
除
助
成
事
業

　
駆
除
を
実
施
し
た
果
実
出
荷
団
体
等
に
助
成

　…

駆
除
経
費
の
20
％
限
度

﹇
申
請
期
限
﹈
全
事
業
と
も
１
月
末

■
雪
害
等
防
止
対
策
事
業

　
①
施
設
内
部
の
補
強
資
材
購
入
費
助
成
事
業

　
　…

補
強
資
材
経
費
１
／
２

　
　
　
　
　（
５
０
，０
０
０
円
／
１
棟
限
度
）

　
②
融
雪
の
た
め
の
資
材
（
ホ
ー
ス
）
購
入

費
用
助
成
　

　
　…

共
済
加
入
棟
総
延
長
ｍ
以
内

　
　
　
　
　
　
　
　（
３
０
０
円
／
ｍ
限
度
）

■
病
害
虫
等
防
除
対
策
事
業

　
ハ
ウ
ス
内
の
防
除
費
用
助
成
　
　

　…

設
置
面
積
４
，０
０
０
円
／
10
ａ

平
成
29
年
度

損
害
防
止
事
業

農
作
物
共
済

家
畜
共
済

果
樹
共
済

園
芸
施
設
共
済

10

農機具共済

園芸施設共済
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平成２８年度事業実績・平成２９年度事業計画平成２８年度事業実績・平成２９年度事業計画

「信頼のきずな」未来につなげる運動　最終年度へ
「さらなるフィールド活動へ」を行動スローガンに計画達成を

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

1,342,726
7,766,988,110

24,826,635

a

円

円

1,302,721
7,321,468,000

― 

a

円

平成２８年度実績 平成２９年度計画

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

14,086
33,014,830

688,741

a

円

円

14,210
30,350,000

― 

a

円

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

68,052
5,443,360,934

475,372,253

頭

円

円

68,576
6,115,344,000

― 

頭

円家畜共済

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

41,909
1,394,990,000

15,756,055

a

円

円

40,234
1,336,763,000

― 

a

円果樹共済

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

4,420
1,720,180,000

45,553,013

棟

円

円

4,546
1,742,153,000

― 

棟

円

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

61,637
738,743,820,000

578,212,182

棟

円

円

58,746
704,341,050,000

― 

棟

円建物共済

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

4,614
7,354,290,000

23,405,756

台

円

円

4,736
7,338,220,000

― 

台

円

農作物共済

水
稲

麦

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

54,635
110,107,340

6,181,856

a

円

円

53,069
109,354,000

― 

a

円

引　　　受
共 済 金 額
支払共済金

11,875
7,254,577

914,686

a

円

円

11,875
7,255,000

― 

a

円

畑作物共済

大
豆

そ
ば

　損
害
の
未
然
防
止
と
安
定
生
産
に
お
役
立

て
く
だ
さ
い
。

　な
お
、
交
付
対
象
者
・
交
付
限
度
額
に
条

件
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く

は
各
支
所
に
お

問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
鳥
獣
害
防
止
対
策
助
成
事
業

﹇
申
請
期
限
﹈
11
月
末

　
被
害
防
止
資
材
等
の
購
入
ま
た
は
設
置
等

を
行
い
、
有
害
鳥
獣
の
駆
除
・
侵
入
防
止
対

策
を
講
じ
て
被
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め

の
対
策
を
実
施
し
た
水
稲
・
畑
作
物
共
済
加

入
組
合
員
及
び
組
合
員
で
構
成
す
る
団
体
に

対
し
て
費
用
の
一
部
を
助
成
（
交
付
対
象
者

に
制
限
が
あ
り
ま
す
）。

　
①
侵
入
防
止
資
材
等
購
入
助
成

　
　…

資
材
等
購
入
費
の
10
％

　
　（
１
件
当
た
り
１
０
０
，０
０
０
円
限
度
）

　
②
捕
獲
檻
維
持
管
理
助
成

　
　…

１
基
当
た
り
３
，０
０
０
円

　
③
捕
獲
檻
購
入
助
成

　
　…

購
入
費
の
50
％

　
　（
１
基
当
た
り
５
０
，０
０
０
円
限
度
）

■
担
い
手
病
虫
害
防
除
助
成
事
業
　

﹇
申
請
期
限
﹈
10
月
末

　
作
付
規
模
の
大
き
な
組
合
員
に
適
切
な
病

虫
害
防
除
を
促
し
、
損
害
の
発
生
を
未
然
に

防
止
す
る
た
め
費
用
の
一
部
を
助
成
。

　
①
水
稲
・
麦
作
付
面
積
の
合
計
が
４
ha
以

上
の
組
合
員

　
　…

加
入
面
積
10
ａ
当
た
り
１
０
０
円

　
②
大
豆
作
付
面
積
の
合
計
が
２
ha
以
上
の

組
合
員
　
　
　

　
　…

加
入
面
積
10
ａ
当
た
り
１
０
０
円

　
　（
大
豆
作
付
面
積
が
　
ha
を
超
え
る
場

合
は
超
え
た
部
分
に
つ
い
て
10
ａ
当

た
り
50
円
）

■
狩
猟
免
許
取
得
助
成
事
業

﹇
申
請
期
限
﹈
12
月
末

　
狩
猟
免
許
（
網
猟
、
わ
な
猟
、
第
一
・
二

種
銃
猟
免
許
）
の
受
験
手
数
料
自
己
負
担
額

の
１
／
２
を
助
成

　
　

■
畜
舎
消
毒
助
成
事
業
　

　
プ
ル
ス
フ
ォ
グ
に
よ
り
畜
舎
消
毒
を
実
施

し
た
農
家
に
費
用
助
成  

　…

１
回
１
，５
０
０
円

　
　

﹇
申
請
期
限
﹈
全
事
業
と
も
１
月
末

■
侵
入
防
止
柵
等
設
置
助
成
事
業

　
メ
ッ
シ
ュ
柵
、
電
気
柵
、
テ
グ
ス
等
に
よ

る
鳥
獣
侵
入
防
止
対
策
費
用
助
成
　

　…

資
材
に
係
る
自
己
負
担
の
１
／
２
限
度

■
カ
ラ
ス
捕
獲
檻
助
成
事
業

　
カ
ラ
ス
捕
獲
檻
設
置
の
管
理
費
助
成
　
　

　…

１
基
当
た
り
２
０
，０
０
０
円
限
度

■
駆
除
助
成
事
業

　
駆
除
を
実
施
し
た
果
実
出
荷
団
体
等
に
助
成

　…

駆
除
経
費
の
20
％
限
度

﹇
申
請
期
限
﹈
全
事
業
と
も
１
月
末

■
雪
害
等
防
止
対
策
事
業

　
①
施
設
内
部
の
補
強
資
材
購
入
費
助
成
事
業

　
　…

補
強
資
材
経
費
１
／
２

　
　
　
　
　（
５
０
，０
０
０
円
／
１
棟
限
度
）

　
②
融
雪
の
た
め
の
資
材
（
ホ
ー
ス
）
購
入

費
用
助
成
　

　
　…

共
済
加
入
棟
総
延
長
ｍ
以
内

　
　
　
　
　
　
　
　（
３
０
０
円
／
ｍ
限
度
）

■
病
害
虫
等
防
除
対
策
事
業

　
ハ
ウ
ス
内
の
防
除
費
用
助
成
　
　

　…

設
置
面
積
４
，０
０
０
円
／
10
ａ

平
成
29
年
度

損
害
防
止
事
業

農
作
物
共
済

家
畜
共
済

果
樹
共
済

園
芸
施
設
共
済

10

農機具共済

園芸施設共済
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検討される場合は
お電話ください！

・総合共済に 2,000 万円加入し、地震で全壊した場合 
（現 行） 2,000 万円 × 30％ ＝   600 万円 
（改定後） 2,000 万円 × 50％ ＝ 1,000 万円 

 
・再建築価額 2,000 万円の建物に総合共済 1,000 万円加入し、自然災害（雪・風など）

によって、20 万円の損害を受けた場合 
（現 行） （20 万円－１万円）×1,000 万／2,000 万＝ 95,000 円 
（改定後） 20 万円（30 万円まで損害額全額） 

　NOSAIの建物共済では、自然災害への補償拡充を中心とした
仕組み改定を行い、より手厚い補償を提供いたします。

既に 3か年継続申し込みをお済ませの方で、今回の仕組み改定により、
申し込み内容の変更を希望される方は、最寄りの支所へ早急にお申し出ください。

NOSAIの

建物共済の
仕組みが変わります！

手厚くな
って

さらに充
実！

H29年7月開始！

地震等の補償割合を50％に引き上げ
　建物総合共済では、地震等の補償割合を現在の30%から50％に引き上げます。

総合共済

(左ページ：共済金計算例①)

(左ページ：共済金計算例②)

(左ページ：掛金対比表)

加入限度額を4,000万円に引き上げ
　建物総合共済の1棟当たりの加入限度額を、現在の2,000万円から4,000万円に
引き上げます。このことにより、火災共済(6,000万円)・総合共済双方合わせて1棟
当たり1億円まで加入できるようになります。

総合共済

小損害実損てん補特約を導入
　損害額が30万円以下の小損害について、実際の損害額を補償します。
(1棟当たり1,000万円以上加入の契約に付帯できます)

総合共済

火災共済

　臨時費用担保特約の給付割合は、共済金の20%(250万円上限)となっていまし
たが、上限を30%(上限は250万円)に引き上げるとともに、10%・20%・30%の中
から選択できるようになります。

総合共済

火災共済

掛金率が変更になります
　この度の仕組み改定にともなって、掛金率が変更となります。

総合共済

火災共済●火災共済1,000万円に加入し、小損害実損てん補特約を付帯した場合
　　8,000円（火災共済）+ 930円（実損てん補）＝ 8,930円

●総合共済1,000万円に加入し、小損害実損てん補特約を付帯した場合
　　23,600円（総合共済）+ 2,040円（実損てん補）＝ 25,640円

掛金計算例(一般造の場合)

《小損害実損てん補特約掛金》
造り・加入金額(1棟当たり1,000万円以上)等にかかわらず
一棟当たり年間固定掛金 総合共済

火災共済
2,040円

930円

補償金額1,000万円当たりの年間掛金(円)

8,200
4,600

15,000

8,000
4,600

14,700

火災共済 総合共済

一般造(木造・防火造など)

耐火Ｂ(土蔵・鉄骨造など)

特殊一般(木造の寺院・神社など)

構 造 等 現　行 

19,700
16,900
25,000

23,600
20,800
28,900

現　行 

掛金対比表

共済金支払いについて

計算例①…地震により損害を受けた場合

計算例②…小損害実損てん補特約を付帯した場合
ココが変わる！

臨時費用担保特約の給付割合上限を引き上げ、選択制を導入

改 定 後  改 定 後  

各 種 共 済 の お し ら せ

サポート情報
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検討される場合は
お電話ください！

・総合共済に 2,000 万円加入し、地震で全壊した場合 
（現 行） 2,000 万円 × 30％ ＝   600 万円 
（改定後） 2,000 万円 × 50％ ＝ 1,000 万円 

 
・再建築価額 2,000 万円の建物に総合共済 1,000 万円加入し、自然災害（雪・風など）

によって、20 万円の損害を受けた場合 
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畑 作 物 共 済  【平成29年産大豆・そば】

秋そばを５アール以上栽培する農家です。

6月１日～７月１０日

７月１０日～８月１０日

大豆・そばとも全相殺方式への加入は、おおむね全量をJA等へ出荷していること、
過去５カ年の出荷データが得られることが条件となります。

加入方式

一筆７割補償

半相殺８割補償

☆全相殺９割補償

☆大豆の加入方式は全相殺方式がおすすめ！
ＪＡ等に５カ年出荷実績があり、おおむね全量出荷し、収穫量が確認できる方につきまして、補償の高い全相殺方式での加入をおすすめしています。
全相殺方式に加入いただいた方には乾燥調整施設利用料の一部（２００円／１０ａ）を助成します。詳しくは各支所までお問い合わせください。

大豆

大豆

共済金支払の対象となる被害

圃場ごとの基準収穫量に対し、３割を越える減収があった場合。

農家ごとの基準収穫量の合計に対し、２割を越える減収があった場合。
増収耕地は基準収穫量で計算します。

農家ごとの総基準収穫量の合計に対し、１割を越える減収があった場合。
増収と減収を相殺します。

類区分 農　家
１kg当たりの補償額（円/1㎏）

“もしもの時”を
見据えた準備

申込期限

■加入方式

■加入要件と申込み期限
加入要件

■選択できる1㎏当たりの補償額一覧表

　大豆・そばの栽培は、天候の影響を受けやすく、毎年のよ
うに湿害・干害による生育不良が発生しています。
　また、イノシシやシカによる踏み込みや食害も発生して
います。そのような災害に備えるため、畑作物共済へ加入
し、安定した経営を確立することをお勧めします。

類区分ごとに（１類…白大豆、２類…丹波黒、３類…その他黒豆）
５アール以上栽培する農家です。

全相殺方式８割補償そば

そば

農家ごとの基準収穫量の合計に対し、２割を越える減収があった場合。
増収と減収を相殺します。

１類

２類

２類

３類

サチユタカ、
タマホマレ等
の白大豆（ ）

対象農業者
対象農業者以外
種子用
丹波黒
その他黒大豆

対象農業者
対象農業者以外

第１位
310
117
339
467
325

第２位
279
105
305
420
293

第３位
248
94
271
374
260

第４位
217
82
237
327
228

第５位
186
70
203
280
195

第６位
117

第７位
105

第８位
94
第９位
82

第10位
70

580
250

522
225

464
200

406
175

348
150

250 225 200 175 150

※表の「対象農業者」とは、認定農業者、集落営農、
認定新規就農者で畑作物の直接支払交付金の
申請を行う農業者です。

大　豆

そ　ば

各 種 共 済 の お し ら せ

サポート情報

詳細についてはお近くのNOSAI へ
お問い合わせください。

新
人
紹
介

掲示板

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
農
林

水
産
省
の
指
導
で
、
現
金

の
取
扱
い
を
無
く
す
よ
う

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ご

協
力
く
だ
さ
い
。
取
扱
金

融
機
関
に
つ
い
て
は
、
各

支
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
現
金
で
の
納
入
を
さ
れ

た
場
合
は
後
日
、
現
金
納

入
の
確
認
書
類
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
お
手
数
で
す

が
必
ず
返
信
を
お
願
い
し

ま
す
。　

家
具
類（
テ
レ
ビ
な
ど
）

の
落
雷
事
故
、
農
機
具
の

事
故
が
発
生
し
た
場
合
、

す
ぐ
に
各
支
所
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。

　
事
故
に
よ
り
修
理
に
出

さ
れ
た
場
合
は
、
必
要
書

類
の
早
期
作
成
を
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

〈
建
物
共
済
〉
落
雷
証
明

書 

な
ど

〈
農
機
具
共
済
〉
請
求
書

（
修
理
明
細
が
わ
か
る

も
の
）

掛
金
は
自
動
振
替
で
！

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度
70
周
年
記
念

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
『
備
え
の

種
を
ま
こ
う
。』
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
リ
ス
ク
に
対
す
る
備
え
の
大
切

さ
を
「
種
を
ま
こ
う
。」
と
農
業
者

に
呼
び
掛
け
、Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度
と

収
入
保
険
制
度
の
両
輪
で
「
備
え

あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
の
生
産
体
制

構
築
を
目
指
す
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
姿

勢
を
表
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
広
報
紙
等
に

掲
載
さ
れ
ま
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
制
度
70
周
年
記
念

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
＆
ロ
ゴ
が
決
定

　
農
業
共
済
新
聞
は
農
業
に

関
す
る
情
報
、
生
活
に
役
立

つ
情
報
を
提
供
し
て
い
ま

す
。購
読
を
お
願
い
し
ま
す
。

農
業
共
済
新
聞
の
購
読
を

　
７
月
１
日

よ
り
本
所
を

中
部
支
所
に

併
設
・
移
転

し
ま
す
。

県
中
部
に
本
所
移
転

早
期
支
払
い
の
た
め
に

NOSAI
ハッピー
ボイス
クロスワードの回答と
一緒に寄せられた
ご意見・感想の一部を
紹介します。

●
リ
ン
ゴ
の
ク
ラ
ン
ブ
ル
を
早
速
作
っ

て
み
ま
し
た
。
初
め
て
食
べ
る
味
で
お

い
し
か
っ
た
で
す
。
梨
で
も
作
っ
て
み

よ
う
と
思
い
ま
す
。

 （
用
瀬
町
　
62
歳
　
女
性
）

　
　
梨
の
味
に
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　●

鳥
取
中
部
地
震
や
雪
害
で
園
芸
施
設

等
被
害
等
い
つ
起
こ
る
か
大
災
害
に
備

え
共
済
意
識
が
高
ま
り
ま
し
た
。

（
琴
浦
町
　
82
歳
　
男
性
）

　
　「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
で
す
。

●
現
在
も
な
お
テ
レ
ビ
で
、
ブ
ル
ー
シ
ー

ト
で
屋
根
が
お
お
わ
れ
て
い
る
映
像
を

見
る
と
心
が
痛
み
ま
す
。
被
害
に
あ
っ

た
人
た
ち
の
笑
顔
が
早
く
見
た
い
も
の

で
す
。

　（
南
部
町
　
67
歳
　
女
性
）

　
み
ん
な
の
願
い
で
す
ね
。

家畜診療所本所
小 西  奈菜子

精一杯頑張りま
す！

精一杯頑張りま
す！

西部支所
田 中  咲 月 中部支所

大 東  雄 太

中部支所
万 場 　 彰

東部支所
川 戸  悟 史

よろしくお願い
します。よろしくお願い
します。
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未
来
へ

け
た
ば
は

す
ま
し
介
紹
を
手
い
担
の
来
未

地域で活躍する笑顔のステキな方を
紹介するコーナーですまちかどスマイル

日南町は魅力的な町です

くにおか れ   お

国岡 玲雄さん

智頭町

さとう　 ゆ   き   な

佐藤 由季奈さん

日南町

子
ど
も
に
農
業
を
伝
え
て
い
き
た
い

　昨
年
１０
月
に
勤
め
て
い
た
会

社
を
退
職
し
、代
々
続
い
て
い
る

実
家
の
農
業
を
継
い
で
い
ま
す
。

　主
に
野
菜
の
ハ
ウ
ス
栽
培
を

し
て
お
り
、温
度
の
管
理
な
ど
は

感
じ
て
い
た
こ
と
よ
り
大
変
で

す
が
、年
間
を
通
し
て
栽
培・収

穫
が
で
き
る
こ
と
や
、天
候
へ
の

心
配
が
露
地
栽
培
よ
り
少
な
い

こ
と
に
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
て
い

ま
す
。

　こ
れ
ま
で
農
業
体
験
は
な
く
、

親
に
一
か
ら
教
え
て
も
ら
い
、分

ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
大
変
で

す
が
、お
客
さ
ん
か
ら
美
味
し
い

と
言
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
や
り
が

い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
、も
っ
と
仕
事
を
覚

え
、独
り
立
ち
で
き
る
よ
う
努
力

し
、将
来
は
農
業
を
子
ど
も
に
教

え
、伝
え
た
い
で
す
。

　日南町役場農林課で経営所得安定対
策や米の需給調整などの事務を担当し
ています。
　休日は家族と家庭菜園を楽しんでい
ます。今はスナップエンドウやスウイート
コーン、食用菊を栽培しています。
　私の日南町のおすすめスポットは日南
町湯河にある「清滝」で、糸のように細く
きれいな滝です。機会があればぜひ訪れ
てください。
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男
子
２
名
、
女
子
１
名
、
総
勢

３
名
の
中
学
２
年
生
、
当
組
合
で

の
職
場
体
験
学
習
参
加
者
で
あ
る
。

　
４
日
間
、
用
意
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
満
足
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
か
、
心
配
し
な
が
ら
実
習
に

入
っ
た
。 

　
挨
拶
、返
事
、動
作
も
す
が
す

が
し
い
。こ
の
職
場
体
験
を
将
来

に
生
か
し
て
欲
し
い
。

編
集
後
記

プレゼント応募券
2017年 初夏号

〈キリトリ〉

【13号の答え】シンガツキ

EA B C D

① ⑨ ⑯

② ⑩ ⑭

⑧ ⑮ ①

③ ① ⑪ ①

① ⑫ ①

①

⑱

①

⑤ ⑬

アルファベットを順に並べて完成した言葉が答えです。

〈応募ハガキ 記入例〉

※景品は写真と若干異なります。

①クイズの答え
②郵便番号　③住　所
④氏　名　　⑤年　齢　⑥性　別
⑦電話番号
⑧組合または広報紙への
　ご意見、ご感想

左上にあるプレゼント
応募券を貼ってください

クロスワードパズル

タテのかぎ

①練り製品の一つ。白身魚が使用され板の上に盛り付けられ
　たものが一般的
②まだ知らないこと
③この野菜は栄養が豊富そう、○○○○○色野菜
④人と人との断つことのできないつながり
⑤春、夏、秋、冬
⑩風邪予防には○○○○とうがい
⑫ゆったりくつろいださま
⑬豚肉を塩漬けして燻製にしたもの
⑮夏野菜の定番、名前の由来は「早く実がなる」からだとか
⑯絵をかく人

①光と音を発生する自然現象
④将棋指し、今注目は中学生○○
⑥市と村の中間
⑦下手の○○○○で家庭菜園を始めました
⑧○○ばかり食べないで野菜も食べましょう
⑨英語でアイロン
⑪たたき切るための刃物
⑭テレビでニュースなどを読み上げる人
⑯シンデレラは○○○の靴で舞踏会へ
⑰しじみ、あさりなど
⑱足し算、引き算、かけ算、○○○○

ヨコのかぎ
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金町西河商店の「わさびみそ」2
点セットをプレゼント。たくさん
のご応募お待ちしております。

応募方法

平成29年７月31日(月)当日消印有効応募締切
〒689-2202 東伯郡北栄町東園271
鳥取県農業共済組合本所広報係応募宛先

応募券

プレゼント

⑦

⑬

⑯⑮

⑫⑪

C

② ③

⑨

⑩

④ ⑤

B

A E

Dハ ツ ク ツ  　ネ コ
ン 　 リ ユ ウ ツ ウ
ケ イ カ 　 タ イ ツ
イ 　 エ ン カ 　 ウ
　 ホ シ 　 タ イ キ
ウ ジ 　 ヨ 　 シ カ
シ ヨ ウ ガ ク 　 ン

⑥

①

⑭

⑰

⑧

1３号（春号）
クロスワードの答え

若桜町の鹿もも肉、鹿ウインナー、
鹿スモーク３点セット

305通の応募がありました。
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当選者の発表は、賞品の発送を
もってかえさせていただきます。

表
紙
の
笑
顔

※ご応募いただいた個人情報は、当選発表、商品発送以外には使用いたしません。
※ご意見、ご感想については紙面上に掲載することがありますのでご了承ください。
　氏名の記載はいたしません。貴重なご意見、ご感想お待ちしております。

横
山 

楓
音
ち
ゃ
ん（
４
歳
）

松
井 

華
那
ち
ゃ
ん（
４
歳
）

ま
つ  

い
　
　
　 

か    

な

よ
こ  

や
ま     

か   

の
ん

　
折
り
紙
に
夢
中
な
楓
音
ち
ゃ
ん

と
、ひ
ら
が
な
の
勉
強
を
頑
張
っ

て
い
る
華
那
ち
ゃ
ん
。同
じ
保
育

園
に
通
う
仲
良
し
２
人
組
。

⑦

④

⑰

①

Ａ

Ｃ

⑥

Ｂ

E

Ｄ

地産地消の賞品をプレゼント！！あたまの体操してみよう！

（左：楓音ちゃん、右：華那ちゃん）

未
来
へ

け
た
ば
は

す
ま
し
介
紹
を
手
い
担
の
来
未

地域で活躍する笑顔のステキな方を
紹介するコーナーですまちかどスマイル
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くにおか れ   お

国岡 玲雄さん

智頭町

さとう　 ゆ   き   な

佐藤 由季奈さん

日南町

子
ど
も
に
農
業
を
伝
え
て
い
き
た
い

　昨
年
１０
月
に
勤
め
て
い
た
会

社
を
退
職
し
、代
々
続
い
て
い
る

実
家
の
農
業
を
継
い
で
い
ま
す
。

　主
に
野
菜
の
ハ
ウ
ス
栽
培
を

し
て
お
り
、温
度
の
管
理
な
ど
は

感
じ
て
い
た
こ
と
よ
り
大
変
で

す
が
、年
間
を
通
し
て
栽
培・収

穫
が
で
き
る
こ
と
や
、天
候
へ
の

心
配
が
露
地
栽
培
よ
り
少
な
い

こ
と
に
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
て
い

ま
す
。

　こ
れ
ま
で
農
業
体
験
は
な
く
、

親
に
一
か
ら
教
え
て
も
ら
い
、分

ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
大
変
で

す
が
、お
客
さ
ん
か
ら
美
味
し
い

と
言
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
や
り
が

い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　こ
れ
か
ら
、も
っ
と
仕
事
を
覚

え
、独
り
立
ち
で
き
る
よ
う
努
力

し
、将
来
は
農
業
を
子
ど
も
に
教

え
、伝
え
た
い
で
す
。

　日南町役場農林課で経営所得安定対
策や米の需給調整などの事務を担当し
ています。
　休日は家族と家庭菜園を楽しんでい
ます。今はスナップエンドウやスウイート
コーン、食用菊を栽培しています。
　私の日南町のおすすめスポットは日南
町湯河にある「清滝」で、糸のように細く
きれいな滝です。機会があればぜひ訪れ
てください。
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伝えたい「我が家」の味

あく抜きわらび　　30ｇ
ラッキョウ酢　　　適量

わらびの酢漬け（４人分）

材
料

①あく抜きわらびを２.５㎝の長さに切りボールに入れる。
②ラッキョウ酢を適量かける。半日程度置くとおいしく食

べられる。
■わらびのあく抜き方法
　１ℓの熱湯にタンサン（重曹）小さじ１を溶かし、わらびを

ヒタヒタに漬け、ふたをして冷めるまで放置します
　（１晩）。あとは、十分に水洗いします。

野山の身近な食材を使って
伯耆町の伊藤明美さんに春の山菜を使った
家庭料理を紹介していただきました。
季節を感じる食材で食感も香りも楽しめます。

調理方法

食はいのちの源

……
………

藤の花　　　　　120ｇ
ラッキョウ酢　　適量

藤の花の酢の物（４人分）

材
料

①藤の花は７分咲きくらいの時のものを取って、花の房を
取り、花びら１ヶずつにして流し水で洗う。

②熱湯で１～２分湯がき、水に漬け冷やす。
③よく水を切り、ラッキョウ酢に漬ける。
④１時間程度置くとおいしく食べられる。

調理方法

調理方法
①ジャガイモを洗い、皮をむき薄く切り湯がく。
②豚肉、人参、玉ねぎも洗い小さく切り炒める。
③山菜も切っておく。
④①が柔らかくなったら、水を切りつぶし②③を混ぜ、

塩、胡椒、マヨネーズを入れ、
　食べやすい大きさに丸める。
⑤フライパンに油を入れ170度に
　熱しておく。
⑥④に小麦粉→卵→パン粉の順につけ、⑤に入れて揚

げる。キツネ色になったら出来上がり。
⑦キャベツはせん切りにして水にさらす。
⑧オーロラソースで食べる。

マヨネーズを入れると
おいしさアップ！

ケチャップとマヨネーズを
混ぜたソース。

笹の葉で季節を感じます。……………
……

来年また
会いに行く気持ちで、

山菜は根こそぎ
取らないでください。

鮮やかな藤色、
花と香りを食べます。

ジャガイモ　　120ｇ
豚肉　　　　　40ｇ
玉ねぎ　　　　40ｇ
人参　　　　　40ｇ
旬の山菜　　　適量
塩、胡椒　　　少々
マヨネーズ　　少々

油　　　　　　適量
卵　　　　　　１ヶ
小麦粉　　　　40ｇ
パン粉　　　　40ｇ
キャベツ　　　30ｇ
ケチャップ　　少々

旬のコロッケ（４人分）

材
料

……
……………

…………
……………

………
………

……

………………
………………

…………
…………

………
……

わらび独特の粘りが
あり、おいしく日持ち
がします。

笹の葉の器。

鳥取県農業共済組合
〒689-2202 鳥取県東伯郡北栄町東園271番地

ＦＡＸ. 0858-37-4121      nosai31@tottori-nosai.jp
0120-031-559　ＴＥＬ. 0858-37-5631

2017年７月、本所を上記に移転します

農
業

は「
い

の
ち

の
産

業
」

V
O
L
.14　

2017年
6月

初
夏
号

編
集
・
発
行
／
鳥
取
県
農
業
共
済
組
合

0120-031-559　
http://w

w
w

.nosai-tottori.jp   　 NO
SA
Iと
っ
と
り

と
っ
と
り

：）

■東部支所
0120-031-870　

☎0857-37-3301
■中部支所
0120-031-180　

☎0858-37-5252
■西部支所
0120-031-492　

☎0859-22-1001

各
支
所
の
連
絡
先

この用紙のインクは再生紙処
理をしやすく環境にやさしい大
豆油インキを使用しています


